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�①６月１日～７日②10日～16日③17日
～30日（９時～17時※最終日は15時まで）　
�①アイバン・バロン遺作展②ぴんしゃん
展③小村貴子とその仲間のマクラメ展　�
＆�あしや喜楽苑（�34-9287）

�������	�
�６月８日（日）８時～　�阪神芦屋駅→
神鉄大池駅→西尾根→水晶山→長峰山→
阪急六甲駅　�400円（交通費別）　�弁当
等　�＆�芦屋登山会・相塲（�32-0628）

�������	
��
�
�６月５日・11日・19日・25日、10時～　�
ワークホームつつじ・仁頃（�22-7044）
　
�������	
��
���
�６月６日・20日・27日、13時30分～15時 
�15人　�1,500円（月額）　�＆�大原
集会所・六川（�22-7939）

�������	
��
���
�６月13日（金）10時～11時30分＜要予約＞
�市民センター 213室　�500円　�＆
�ベビーケア・岡崎（�31-1601）

�������	
��
�６月８日（日）13時30分～　�富田砕花
旧居　�詩人・和田英子氏　�500円（資
料代等）　�＆�角野（�090-8825-1292）

�������	
�
�＆�①６月９日・23日（15時～15時45分・
乳幼児）（16時～16時45分・小学生）「絵本の
読み聞かせ」②18日13時30分～15時30分「ふ
れあいコンサート（キーボード演奏）」　�
②300円　�＆�西蔵集会所（�32-0764）

���������	
���	
��
�６月10日・18日10時～11時30分　�カウン
セリング＆セミナールームCareerＢＡＬ　
�「在宅ワーク」の体験談・心得等　�６人
�500円　�＆�さんぴいす（�22-8896）

�������	
��
�６月11・25日（水）10時～12時　�図書館　
�人形劇の練習　�ぷりん・岡山（�31-6801）

�������	
���
�
�＆�①６月13日・折り紙（七夕飾り）②
27日・歌声喫茶（①②10時～12時）　�各
20人　�①350円（材料費・お茶代）②150
円　�＆�大原集会所・今村（�34-2364）

�������	
��
�����
�６月15日（日）14時～16時　�市民セン
ター204室　�ワークショップ　�500円
�＆�サポート結（�/FAX31-8379）

�������
�６月18日（水）10時～12時　�図書館　
�一般成人　�段谷（�34-2546）

�������	
��
����
�６月21日（土）９時30分～11時　�福祉
会館　�男性60歳、女性55歳以上の独身
のかた　�杉本（�22-6333）

�������	
��
����
�６月21日（土）13時30分～16時　�市民
センター多目的室　�事業・決算報告・予
算（案）等　�久保崎（�/FAX31-2281）

�������	
��
�６月26日（木）10時～11時30分　�市民
センター 211室（託児あり）　�藤本邦子
氏　�300円　�守舎（�31-0887）　

��������	
�
�６月27日（金）13時30分～15時　� ト
マトソース作り　�200円　�＆�潮見
集会所（�32-4359）

��������	
��
�����
�６月28日（土）13時30分～16時　�上宮
川文化センター　�初心者15人　�大津
雅春氏　�500円（お茶代）　�筆記用具
�＆�短歌を楽しむ会（�22-2207・夜間）
　　　　
�������	
��
���������
�６月29日（日）13時30分～15時　�市民
センター 301室　�60人　�＆�ファク
スで芦屋いきいき塾（FAX22-1412）へ

�������	
��
�
�＆�①パソコン教室・初歩～上級（毎週
月・水・木・金曜日14時～15時）②硬筆クラブ
（毎週金曜日幼稚園14時～15時/小学生15時
～16時）　�①400円②500円　�②鉛筆・消
しゴム　�＆�浜風の家（�35-5700）

��������	
��
�
�６月の火・木・土曜日①10時～11時30分
②10時30分～11時45分③18時～19時　�
浜風集会所・青少年センター　�＆�ア
トランダム・山本（�22-7526）　

�������	
��
�７月～平成21年１月の月２回日曜日
�小・中学生（初心者も可）　�６月30日
までに往復はがきで住所・学年・電話番号
を右記へ　�芦屋囲碁協会・河副（�23-
5112 〒659-0033 高浜町3-1-343）

�������	
�
�７月５日（土）13時～21時　�ルナ・ホール
�クラシック・バレエ・アートクラフト・フ
リーマーケット等　�大人1,000円/小中高生
500円　�＆�芦屋芸術村・篠原（�35-5889）

��������	
��
���
�７月６日（日）９時15分集合　�神戸六
甲ボウル　�１人500円　�11日～14日
までに右記へ　�堤（�23-2265）

��������	
��
����
�①７月８日・９日②10日・11日、いずれも
10時～16時30分　�パソコンで会計処理研
修（ソリマチ会計ソフト使用）　�各14人　
�納税協会会員6,000円/非会員12,000円
�＆�芦屋納税協会（�31-5318）
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土
地
を
区
分
す
る
制
度
は
、古
代
か
ら
あ
り
ま

し
た
。そ
れ
を「
条
里
制
」と
呼
ん
で
い
ま
す
。六
十

歩
か
ら
成
る
一
町
は
お
よ
そ
一
〇
九
ｍ
で
す
が
、

そ
の
六
町
を
一
辺
と
す
る
正
方
形
を
一
里
と
し

て
、こ
れ
を
一
単
位
と
す
る
土
地
割
で
す
。南
北
を

「
条
」で
、東
西
を「
里
」で
数
え
て
い
く
と
、区
画
を

特
定
で
き
る
便
利
な
仕
組
み
で
す
。里
は
一
町
を

基
準
に
す
る
と
、六
町
×
六
町
＝
三
六
町
分
の
小

区
画
を
保
有
す
る
計
算
と
な
り
、小
区
画
に
は
隅

か
ら
別
に
一
坪
・
二
坪
…
と
呼
称
を
与
え
ま
す
。

　

そ
の
結
果
、一
つ
の
耕
地
の
場
所
は
、攝
津
国

 
兎
原
郡 
二
条
四
里
七
坪
な
ど
と
表
示
で
き
ま
す
。

う
は
ら
ぐ
ん

大
変
至
便
な
土
地
明
示
法
で
す
が
、中
世
に
入
っ

て
か
ら
の
地
割
の
存
在
も
あ
っ
て
、そ
の
成
立
年

代
や
起
源
を
個
別
地
域
ご
と
に
割
り
出
す
作
業

は
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

さ
て
、芦
屋
地
域
で
は
、昭
和
初
期
の
字
名
図
を

見
て
、興
味
深
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。一
つ
の
傾

向
と
し
て
阪
急
沿
線
以
南
は
矩
形
を
な
す
小
字

が
多
い
の
に
対
し
て
、以
北
は
地
形
に
制
約
さ
れ

た
不
整
形
な
小
字
が
目
立
ち
ま
す
。こ
の
地
域
の

平
野
や
扇
状
地
は
、大
阪
湾
の
海
岸
線
に
直
交
し

て
、全
体
が
勾
配
す
る
た
め
、国
道
二
号
な
ど
の
交

通
路
線
に
逆
ら
わ
な
い
地
割
が
発
達
し
て
お
り
、

そ
れ
ら
は
南
北
方
位
に
対
し
て
西
に
傾
き
ま
す
。

発
掘
調
査
で
出
土
す
る
建
物
や
土
地
境
界
は
、平

安
時
代
後
期
以
降
、こ
の
土
地
割
と
比
較
的
な
じ

み
ま
す
の
で
、長
い
間
、踏
襲
さ
れ
た
こ
と
が
予
測

さ
れ
ま
す
が
、そ
れ
以
前
、特
に
奈
良
時
代
で
は
、

こ
の
土
地
割
と
は
異
な
っ
て
南
北
方
位
の
大
型

建
物
が
目
立
つ
な
ど
、や
や
違
っ
た
様
相
が
み
ら

れ
ま
す
。

　

ま
た
、字
名
の
中
に
は
条
里
と
の
関
係
を
推
測

で
き
る
地
名
が
あ
り
ま
す
。そ
の
由
来
に
つ
い
て

考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。三
条
村
名
自
体
や
同
村
域

の「
九
ノ
坪
」「
小
里
」、津
知
村
域
の「
一
ノ
坪
」「
六

條
」、芦
屋
村
の「
九
ノ
坪
」な
ど
が
そ
れ
で
す
が
、

一
つ
ず
つ
そ
の
由
来
を
吟
味
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　

そ
の
他
、田
畑
関
係
の
地
名
に
な
る
と
、相
当
数

に
の
ぼ
り
、打
出
村
域
で
は「 
稗
田 」「
江
田
」

ひ
え
だ

「 
階
田 」「

か
い
だ
 
三
反
田 
」「

さ
ん
た
ん
だ

 
大
太 り
」、芦
屋
村
域
で
は「
平

お
お
ぶ
と

田
」「
前
田
」「
田
中
」「 
走 
り
は
し
 
田 
」、三
条
村
域
で
は

で
ん

「 
角
田 」「

す
み
た
 
五
反
田 
」「
西
畑
」な
ど
が
典
型
的
な
も
の

ご
た
ん
だ

で
す
。
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四
年
前
に
元
気
印
の
主
人
が
、
十
万
人
に
一
人
の
難

病
「
A
L
S
」
筋
萎
縮
性
側
索
硬
化
症
で
、
あ
っ
と
言

う
間
に
他
界
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
介
護
が
始
ま
る
と

い
う
矢
先
の
出
来
事
で
す
。
主
人
の
分
、
ど
う
し
て
も

介
護
職
に
就
き
た
く
東
奔
西
走
し
ま
し
た
が
、
資
格
と

年
齢
で
は
ね
ら
れ
、
悪
戦
苦
闘
の
毎
日
で
し
た
。　

時
間

の
あ
る
時
は
図
書
館
に
行
き
、
介
護
や
ア
ル
ツ
ハ
イ

マ
ー
型
痴
呆
に
関
す
る
本
、
認
知
症
に
関
す
る
本
な
ど

あ
ら
ゆ
る
本
を
手
に
し
ま
し
た
。
資
格
が
な
い
の
で
介

護
の
仕
事
は
直
接
出
来
ま
せ
ん
が
、
昨
年
秋
に
芦
屋
に

あ
る
グ
ル
ー
プ
介
護
「
認
知
症
さ
ん
も
多
い
で
す
」
に

採
用
さ
れ
、
認
知
症
の
か
た
と
の
触
れ
合
い
も
あ
っ
て
、

毎
日
が
楽
し
く
て
充
実
し
た
日
を
送
っ
て
い
ま
す
。

　

認
知
症
高
齢
者
の
ケ
ア
に
必
要
な
の
は
、
そ
よ
風
に

乗
っ
て
、
木
の
葉
の
さ
わ
や
か
な
音
の
流
れ
を
感
じ
る

よ
う
な
や
さ
し
い
感
性
だ
と
思
い
ま
す
。
私
も
高
齢
者

に
仲
間
入
り
の
年
齢
。
週
一
回
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
と
家

族
で
時
々
テ
ニ
ス
を
す
る
楽
し
み
が
あ
り
ま
す
。
今
は

ひ
た
す
ら
自
分
の
健
康
に
、
感
謝
、
感
謝
の
毎
日
で
す
。
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